様式２（幼・小・中・高・中等学校・特別支援学校等の教員用）
年　　　月　　　日
一般社団法人教育支援人材認証協会　理事長　出　口　利　定　殿

「こども支援士」認証審査申請書

この度、下記のとおり「こども支援士」の認証を受けたく申請します。

	氏名
	

	


現住所
	〒

　　　　　　都道府県　　　　　　　　区市郡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	勤務先
	
	職名
	

	電話番号
	
	メール
	



〇認証を希望する領域（両方でも可ですが、認証料は1万6千円です。1領域は1万円です）
	認証を希望する領域
	アフタースクール
	学校教育支援



〇推薦者の欄　（学会員かどうかに〇印をつけ、学会員でない場合、推薦者の身分を記してください）
	推薦者氏名
	
	日本子ども支援学会員　　職場の上司・同僚等
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



〇日本子ども支援学会への入会希望の欄（学会員かどうかどちらかに〇印をおつけください）
　　（学会員でない方に、原則として入会をお勧めしています。どちらかに〇を）
	すでに日本子ども支援学会の会員
	　　日本子ども支援学会員でない
　　入会を予定　　入会する気はない



〇学歴記入欄（最終学歴の記載をお願います。）
	
最終学歴
	




〇ご専門とする領域（特になければ、空白でかまいません）
	
専門領域

	



〇職歴記入欄（広義の子ども支援に関わる職歴を記載願います。）
　※職歴は、１年１ポイントで１０ポイント以上必要です。
　※職名に（　　）専任・非常勤の区分を記入してください。例：講師（専）講師（非）

	


職歴
	期　　　間
（例・平成6.4～平成10.3）
	勤務場所
　　　（例・凸凹市立△△小学校）
	職名
（例・非常勤）
	通算年数
　（例・4.0）

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	


通算勤務年数（　　　年　　　月）

〇学校での教育実践活動の記入欄　（多様だと思いますので、ご自由にお書きください）
	

担当教科
	





	

部活の顧問
	





	
力を注いだ
活動
	






※担当教科：小学校等の場合は全科又は特定の教科記載してください
※担当部活：担当していない場合は「なし」と記載してください。
※力を注いだ活動：子ども支援に関する活動があれば記載してください。

〇教育実践活動の記入欄
※教員研修などの公的な場での子ども支援に関わる講師や発表（作品・実演含む）等を3つ以上の記載を願います。
※区分は、講師、発表、実演、作品など、適宜にご記入してください。
	








[bookmark: _GoBack]
教育実践
活　　　動

（様々な活動があると思われますので、形式に拘らず）、自由にお書きください。）

3点以上が必要です。
	区分：

研修会の名称：

主催者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開催時期：　　　　年　　　月）

講演や発表のテーマ：

	
	区分：

研修会の名称：

主催者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開催時期：　　　　年　　　月）

講演や発表のテーマ：

	
	区分：

研修会の名称：

主催者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開催時期：　　　　年　　　月）

講演や発表のテーマ：

	
	区分：

研修会の名称：

主催者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開催時期：　　　　年　　　月）

講演や発表のテーマ：

	
	区分：

研修会の名称：

主催者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開催時期：　　　　年　　　月）

講演や発表のテーマ：

	
その他に表彰や行政での活動等をお書きください
	









